
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
一
ツ
瀬
川
地
区
（
以
下
、「
本
地
区
」
と
い
う
）
は
、

宮
崎
県
の
中
央
に
位
置
し
、
北
は
小
丸
川
、
南
は
一
ツ
瀬

川
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
の
畑
と
台
地
に
刻
ま
れ
た
谷
部
の

水
田
か
ら
な
る
農
業
地
帯
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
本
地
区
の
水
利
施
設
は
、
基
幹
施
設
が
国
営
一
ツ
瀬
川

土
地
改
良
事
業
（
昭
和
四
十
七
年
度
〜
昭
和
六
十
年
度
）

に
よ
り
、
末
端
施
設
が
県
営
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
（
昭
和
四
十
八
年
度
〜
平
成
七
年
度
）
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
。
水
源
を
一
ツ
瀬
川
水
系
一
ツ
瀬
川
と
瀬

江
川
に
求
め
、
取
水
さ
れ
た
用
水
は
、
東
原
調
整
池
を
経

て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
台
地
を
潤
し
て
い
る
。

　
現
在
、
基
幹
施
設
の
大
半
が
造
成
後
三
〇
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
等
に
よ
る
機
能
低
下
で
農
業
用
水
の
安
定
供

給
に
支
障
を
来
す
と
と
も
に
、
利
用
実
態
に
応
じ
た
用
水

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
営
一

ツ
瀬
川
土
地
改
良
事
業
が
新
た
に
着
工

の
運
び
と
な
っ
た
。
歴
史
を
た
ど
り
つ

つ
本
地
区
の
営
農
状
況
や
計
画
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

1
　 
悲
願
の
用
水
確
保
　

　

本
地
区
は
、
温
暖
な
気
候
条
件
を
備

え
て
い
る
が
、
降
雨
量
の
季
節
的
な
変

動
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
水
田
の
用
水

不
足
の
発
生
、
畑
で
は
比
較
的
水
を
要

し
な
い
原
料
用
甘
藷
や
飼
料
の
作
付
け

が
大
半
を
占
め
る
な
ど
、
極
め
て
収
益

性
の
低
い
営
農
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

　

悲
願
の
用
水
確
保
へ
の
挑
戦
は
、
大
正
時
代
ま
で
遡
る
。

一
ツ
瀬
川
か
ら
台
地
に
水
を
引
く
試
み
は
あ
っ
た
が
、
実

現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
電
源
開
発
を
行
う
九
州

電
力
と
県
知
事
と
の
間
で
、
一
ツ
瀬
川
流
域
の
既
得
利
水

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

一
ツ
瀬
川
地
区

東
急
建
設
株
式
会
社
九
州
支
店

廣
瀬
裕
一

国営一ツ瀬川土地改良事業　計画概要図

将来展望国営事業地区の

者
と
の
水
利
調
整
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の

協
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

九
州
電
力
の
杉
安
ダ
ム
か
ら
無
償
で
最
大
毎
秒
七
・
四
五

ト
ン
の
農
業
用
水
を
取
水
す
る
こ
と
に
つ
い
て
九
州
電
力

か
ら
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
り
、

農
水
省
直
轄
調
査
申
請
や
一
ツ
瀬
川
地
区
土
地
改
良
事
業

促
進
協
議
会
の
発
足
な
ど
地
元
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和

四
十
七
年
度
に
前
歴
の
事
業
の
着
工
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
る
。

2
　
前
歴
事
業
が
も
た
ら
し
た
地
域
農
業
の
変
化

　

用
水
の
確
保
は
、
地
域
の
農
業
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
。
水
を
き
っ
か
け
に
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
や
ハ
ウ

ス
栽
培
な
ど
の
営
農
技
術
の
普
及
、
土
地
利
用
型
作
物
で

の
機
械
化
の
推
進
な
ど
、
県
等
に
よ
る
営
農
指
導
も
強
化

さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
水
利
用
は
着
実
に
伸
び
、
安
定
し
た
水
田

農
業
経
営
が
確
立
し
、
甘
藷
や
飼
料
一
辺
倒
の
営
農
か
ら

多
品
種
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
。
宮
崎
県
の

調
べ
に
よ
る
と
、
本
地
区
の
戸
当
た
り
生
産
農
業
所
得
は

県
平
均
の
約
二
倍
、
農
産
物
販
売
金
額
一
千
万
円
以
上
の

農
家
の
割
合
も
県
平
均
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

⑴
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

　

水
田
で
は
、
稲
作
の
生
産
性
向
上
と
と
も
に
、
畑
利
用

に
よ
る
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ニ
ラ
等
の
施
設
野
菜
が

瀬江川導水管
↓

　　↑
瀬江川導水路

左岸仮貯水池
←平原送水路

←取水塔

平原揚水機場導水管
↓　

→

取水路→

地山排水ドレーン→

改修を待つ東原調整池

国内産では珍しいライチ［㈲ミキファーム提供］

近年生産が伸びているズッキーニ

全国一の生産量のピーマン

土地利用型作物の代表のダイコン

【事業概要】

受 益 面 積 2,067ha（水田688ha、畑1,379ha）

関 係 市 町 西都市、高鍋町、新富町、木城町

主 要 工 事

•東原調整池（改修）　有効貯水量94万トン　堤高21m　堤長302.9m
•瀬江川頭首工（改修）　堤高8.2m　堤長26.7m
•杉安取水工（改修）　φ1.1m
•平原揚水機場（改修）　全揚程122m　φ400× 4 台
•用水路（改修） 対象路線総延長　37.9km　φ2000～350
　　　　　　　 加圧機場の統廃合
•水管理施設（改修）

注）数量は改修等施設の規模を示す

総 事 業 費 126億円

工 　 　 期 令和 5年度～令和14年度
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国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
一
ツ
瀬
川
地
区
（
以
下
、「
本
地
区
」
と
い
う
）
は
、

宮
崎
県
の
中
央
に
位
置
し
、
北
は
小
丸
川
、
南
は
一
ツ
瀬

川
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
の
畑
と
台
地
に
刻
ま
れ
た
谷
部
の

水
田
か
ら
な
る
農
業
地
帯
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
本
地
区
の
水
利
施
設
は
、
基
幹
施
設
が
国
営
一
ツ
瀬
川

土
地
改
良
事
業
（
昭
和
四
十
七
年
度
〜
昭
和
六
十
年
度
）

に
よ
り
、
末
端
施
設
が
県
営
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
（
昭
和
四
十
八
年
度
〜
平
成
七
年
度
）
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
。
水
源
を
一
ツ
瀬
川
水
系
一
ツ
瀬
川
と
瀬

江
川
に
求
め
、
取
水
さ
れ
た
用
水
は
、
東
原
調
整
池
を
経

て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
台
地
を
潤
し
て
い
る
。

　
現
在
、
基
幹
施
設
の
大
半
が
造
成
後
三
〇
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
等
に
よ
る
機
能
低
下
で
農
業
用
水
の
安
定
供

給
に
支
障
を
来
す
と
と
も
に
、
利
用
実
態
に
応
じ
た
用
水

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
営
一

ツ
瀬
川
土
地
改
良
事
業
が
新
た
に
着
工

の
運
び
と
な
っ
た
。
歴
史
を
た
ど
り
つ

つ
本
地
区
の
営
農
状
況
や
計
画
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

1
　 

悲
願
の
用
水
確
保
　

　

本
地
区
は
、
温
暖
な
気
候
条
件
を
備

え
て
い
る
が
、
降
雨
量
の
季
節
的
な
変

動
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
水
田
の
用
水

不
足
の
発
生
、
畑
で
は
比
較
的
水
を
要

し
な
い
原
料
用
甘
藷
や
飼
料
の
作
付
け

が
大
半
を
占
め
る
な
ど
、
極
め
て
収
益

性
の
低
い
営
農
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

　

悲
願
の
用
水
確
保
へ
の
挑
戦
は
、
大
正
時
代
ま
で
遡
る
。

一
ツ
瀬
川
か
ら
台
地
に
水
を
引
く
試
み
は
あ
っ
た
が
、
実

現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
電
源
開
発
を
行
う
九
州

電
力
と
県
知
事
と
の
間
で
、
一
ツ
瀬
川
流
域
の
既
得
利
水

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

一
ツ
瀬
川
地
区

東
急
建
設
株
式
会
社
九
州
支
店

廣
瀬
裕
一

国営一ツ瀬川土地改良事業　計画概要図

将来展望国営事業地区の

者
と
の
水
利
調
整
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の

協
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

九
州
電
力
の
杉
安
ダ
ム
か
ら
無
償
で
最
大
毎
秒
七
・
四
五

ト
ン
の
農
業
用
水
を
取
水
す
る
こ
と
に
つ
い
て
九
州
電
力

か
ら
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
り
、

農
水
省
直
轄
調
査
申
請
や
一
ツ
瀬
川
地
区
土
地
改
良
事
業

促
進
協
議
会
の
発
足
な
ど
地
元
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和

四
十
七
年
度
に
前
歴
の
事
業
の
着
工
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
る
。

2
　
前
歴
事
業
が
も
た
ら
し
た
地
域
農
業
の
変
化

　

用
水
の
確
保
は
、
地
域
の
農
業
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
。
水
を
き
っ
か
け
に
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
や
ハ
ウ

ス
栽
培
な
ど
の
営
農
技
術
の
普
及
、
土
地
利
用
型
作
物
で

の
機
械
化
の
推
進
な
ど
、
県
等
に
よ
る
営
農
指
導
も
強
化

さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
水
利
用
は
着
実
に
伸
び
、
安
定
し
た
水
田

農
業
経
営
が
確
立
し
、
甘
藷
や
飼
料
一
辺
倒
の
営
農
か
ら

多
品
種
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
。
宮
崎
県
の

調
べ
に
よ
る
と
、
本
地
区
の
戸
当
た
り
生
産
農
業
所
得
は

県
平
均
の
約
二
倍
、
農
産
物
販
売
金
額
一
千
万
円
以
上
の

農
家
の
割
合
も
県
平
均
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

⑴
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

　

水
田
で
は
、
稲
作
の
生
産
性
向
上
と
と
も
に
、
畑
利
用

に
よ
る
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ニ
ラ
等
の
施
設
野
菜
が

瀬江川導水管
↓

　　↑
瀬江川導水路

左岸仮貯水池
←平原送水路

←取水塔

平原揚水機場導水管
↓　

→

取水路→

地山排水ドレーン→

改修を待つ東原調整池

国内産では珍しいライチ［㈲ミキファーム提供］

近年生産が伸びているズッキーニ

全国一の生産量のピーマン

土地利用型作物の代表のダイコン

【事業概要】

受 益 面 積 2,067ha（水田688ha、畑1,379ha）

関 係 市 町 西都市、高鍋町、新富町、木城町

主 要 工 事

•東原調整池（改修）　有効貯水量94万トン　堤高21m　堤長302.9m
•瀬江川頭首工（改修）　堤高8.2m　堤長26.7m
•杉安取水工（改修）　φ1.1m
•平原揚水機場（改修）　全揚程122m　φ400× 4 台
•用水路（改修） 対象路線総延長　37.9km　φ2000～350
　　　　　　　 加圧機場の統廃合
•水管理施設（改修）

注）数量は改修等施設の規模を示す

総 事 業 費 126億円

工 　 　 期 令和 5年度～令和14年度
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増
加
し
た
。
近
年
十
カ
年
で
全
国
の
生
産
量
の
第
一
位
の

〝
宮
崎
ピ
ー
マ
ン
〞
の
大
半
は
、
本
地
区
で
生
産
さ
れ
て

い
る
。

　

畑
地
で
は
、
ダ
イ
コ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
茶
、
施
設
で
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
、
多
品
種
へ
の
転

換
が
進
ん
だ
。ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
生
産
量
は
、国
内
で
も
年
々

増
加
す
る
中
で
、
宮
崎
県
は
全
国
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
ラ
イ
チ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
果
樹
栽

培
が
拡
大
し
て
い
る
。
ラ
イ
チ
は
、
国
内
で
の
栽
培
例
は

少
な
く
、
県
内
で
の
栽
培
も
本
地
区
の
み
で
あ
る
。
紅
い

色
の
実
が
人
気
を
博
し
、
贈
答
品
と
し
て
の
需
要
も
多
く
、

マ
ン
ゴ
ー
（
太
陽
の
た
ま
ご
）
に
次
ぐ
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
県
も
目
を
向
け
て
い
る
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
ゼ
ス

プ
リ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
契
約
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
る
。

⑵
加
工
施
設
の
整
備

　

二
〇
一
一
年
八
月
に
、
近
傍
の
西
都
市
内
で
「
㈱
ジ
ェ

イ
エ
イ
フ
ー
ズ

み
や
ざ
き
」
の

冷
凍
野
菜
工
場

の
稼
働
が
ス

タ
ー
ト
し
、
加

工
さ
れ
た
地
域

の
農
産
物
が
全

国
に
供
給
さ
れ

て
い
る
。
冷
凍

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

サ
ト
イ
モ
、
ゴ

ボ
ウ
な
ど
を
主

体
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
、
需
要
の
高
い
ミ
ッ
ク
ス

タ
イ
プ
も
含
め
て
十
数
種
類
の
商
品
数
に
及
ん
で
い
る
。

食
の
安
全
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
国
産
品
に
拘
る
消

費
者
が
増
え
、
便
利
さ
と
相
ま
っ
て
、
需
要
は
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
宮
崎
県
農
協
果
汁
㈱
」
が
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
へ
の
加
工
を
、「
㈱
宮
崎
農
産
」
が
ダ
イ
コ
ン
の
漬
物

へ
の
加
工
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
多
様
な
担
い
手
の
参
画

　

他
産
業
等
か
ら
の
新
規
参
入
と
し
て
、
J
R
九
州

フ
ァ
ー
ム
㈱
が
、
地
元
農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ピ
ー

マ
ン
の
栽
培
を
手
が
け
て
い
る
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ゼ

ス
プ
リ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
契
約
栽
培
に
は
、

ニ
ュ
ー
ガ
イ
ア
ア
グ
リ
㈱
が
参
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
新
田
西
地
区
が
関
連
事
業
と
し
て

区
画
整
理
及
び
用
水
整
備
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
も
、
法
人
の
参
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

3
　
事
業
計
画
の
概
要

　

受
益
面
積
の
変
更
、
営
農
計
画
の
変
更
や
防
霜
用
水
な

ど
の
栽
培
管
理
用
水
へ
の
対
応
の
た
め
用
水
計
画
を
見
直

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
施
設
の
改
修
や
更
新
を
行
う
計
画

と
し
て
い
る
。

⑴
用
配
水
系
統

　

用
配
水
系
統
は
、
従
前
と
大
き
く
変
わ
り
な
く
、
瀬
江

川
頭
首
工
か
ら
の
取
水
は
瀬
江
川
導
水
路
を
経
て
自
然
流

下
に
よ
り
、
ま
た
、
一
ツ
瀬
川
の
杉
安
ダ
ム
に
位
置
す
る

杉
安
取
水
工
か
ら
の
取
水
は
杉
安
導
水
路
を
経
て
平
原
揚

水
機
場
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
バ
ッ
フ
ァ
機
能
を
持
っ

た
東
原
調
整
池
に
そ
れ
ぞ
れ
注
水
さ
れ
る
。
取
水
は
自
然

流
下
の
瀬
江
川
頭
首
工
が
優
先
さ
れ
る
。

　

東
原
調
整
池
か
ら
は
、
幹
線
水
路
を
経
て
、
水
田
及
び

必
要
に
応
じ
加
圧
機
場
で
加
圧
さ
れ
畑
に
配
水
さ
れ
る
。

⑵
用
水
計
画
の
見
直
し

　

水
稲
は
、
台
風
襲
来
期
の
前
に
収
穫
を
済
ま
せ
ら
れ
る

よ
う
、
早
期
水
稲
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
作
期
の
始
期

を
四
月
中
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
前
倒
し
変
更
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
春
秋
期
の
茶
の
防
霜
用
水
や
土
壌
の
陽
熱
処
理

用
水
な
ど
の
栽
培
管
理
用
水
と
し
て
の
新
た
な
水
需
要
に

も
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

⑶
主
要
な
水
利
施
設
の
課
題
と
対
応

【
東
原
調
整
池
】

　

本
地
区
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
と
し
て
、
東
原
調
整
池

の
貯
水
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
点
が
上
げ
ら

れ
る
。
調
整
池
の
有
効
水
深
は
八
・
五
m
で
あ
る
が
、
管

理
者
は
頻
繁
に
水
位
を
上
げ
る
た
め
の
注
水
作
業
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
瀬
江
川
頭
首
工
か
ら
の
注
水
量

で
不
足
す
る
場
合
は
、
平
原
揚
水
機
場
か
ら
の
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
に
頼
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
管
理
の
背
景
に
は
、
調
整
池
周
辺
の
地
山

の
地
下
水
位
が
高
く
、
調
整
池
の
水
位
が
低
下
す
る
と
、

水
位
差
に
よ
り
池
底
の
土
質
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
揚
圧
力
が

作
用
し
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
池
底
に
揚
圧
力

を
減
じ
る
た
め
の
減
圧
井
戸
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

「㈱ジェイエイフーズみやざき」の冷凍野菜工場

将来展望国営事業地区の

併
せ
て
、
落
水
時
に
調
整
池
内
の
点
検
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
補
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

施
工
は
、
工
事
期
間
の
か
ん
が
い
用
水
確
保
の
た
め
仮

貯
水
池
を
先
行
し
て
設
け
、
か
ん
が
い
の
ピ
ー
ク
を
避
け

た
時
期
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
水
源
施
設
：
瀬
江
川
頭
首
工
・
杉
安
取
水
工
】

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
の
ひ
び
割
れ
補
修
、
取
水
設
備

（
ゲ
ー
ト
等
）
の
更
新
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
瀬
江
川
頭
首
工
で
は
、
河
川
上
流
か
ら
流

入
す
る
土
砂
の
堆
積
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
既
存

の
堰
上
流
に
貯
砂
堰
提
が
設
け
ら
れ
る
。

【
機
場
：
平
原
揚
水
機
場
・
加
圧
機
場
】

　

建
屋
の
補
修
や
更
新
、
ポ
ン
プ
設
備
の
更
新
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
加
圧
機
場
は
、
受
益
面
積
の
変
更
等
に
よ

り
ポ
ン
プ
運
転
の
効
率
性
が
検
討
さ
れ
、
全
体
九
機
場
の

う
ち
三
機
場
が
一
機
場
に
統
廃
合
さ
れ
る
。

【
幹
線
水
路（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）】

　

鋼
管
や
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
か
ら
な
る
本
管
は
比
較
的

健
全
で
あ
る
が
、
弁
室
廻
り
で
管
の
腐
食
に
よ
る
漏
水
が

多
発
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
弁
及
び
そ
の
周
辺
の
管
を

主
体
に
更
新
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

【
水
管
理
施
設
】

　

全
体
を
更
新
し
、
I
C
T
・
A
I
の
導
入
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
気
象
、
河
川
流
量
、
調
整
池
水
位
や
用
水
の
需

給
量
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
基
に
、
二
系
統
あ
る
水

源
の
う
ち
、
瀬
江
川
頭
首
工
か
ら
の
取
水
を
可
能
な
限
り

有
効
に
使
い
、
不
足
分
を
補
う
揚
水
ポ
ン
プ
の
運
転
制
御

の
効
率
化
及
び
自
動
化
を
目
指
し
て
い
る
。

4
　
さ
ら
な
る
振
興
を
目
指
し
て

　

今
回
の
事
業
で
、
本
地
区
は
、
今
後
も
良
好
な
生
産
基

盤
を
備
え
た
産
地
と
し
て
の
維
持
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
全
国
的
に
か
か
え
て
い
る
労
働
力
不
足
、

担
い
手
不
足
の
中
で
の
技
術
継
承
等
の
課
題
は
、
本
地
区

で
も
例
外
で
は
な
い
。
ま
た
、
農
産
物
の
ニ
ー
ズ
は
、
消

費
構
造
等
の
変
化
に
伴
い
、
家
計
消
費
用
か
ら
加
工
・
業

務
用
向
け
の
需
要
増
加
が
続
い
て
お
り
、
加
工
・
業
務
用

と
し
て
用
途
に
適
し
た
品
質
・
規
格
等
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
や
需
要
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

適
正
な
管
理
と
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
を
担
う
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
県
も
そ
の
導

入
を
推
進
し
て
お
り
、
本
地
域
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

を
は
じ
め
と
し
て
、
ピ
ー
マ
ン
の
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の

試
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

本
地
区
が
、
今
後
も
日
本
を
代
表
す
る
食
料
供
給
基
地

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

【
出
典
・
引
用
文
献
等
】

•
一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業
工
事
誌

•
県
営
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
誌

•
水
土
の
礎　

一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業　

• 

国
営
一
ツ
瀬
川
土
地
改
良
事
業
の
受
益
者
の
み
な
さ
ま
へ
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）

•
写
真
図
面
提
供 

九
州
農
政
局

改修を待ち望む地元の声
　
国
営
一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業
申
請
時
の
昭
和
四
十
六
年
頃
は
、
一

部
の
受
益
農
家
の
畑
地
か
ん
が
い
に
対
す
る
必
要
性
の
意
識
が
薄
い
こ

と
か
ら
事
業
に
対
し
て
の
反
対
運
動
が
起
き
ま
し
た
が
、
推
進
す
る
宮

崎
県
知
事
と
の
間
で
和
議
が
成
立
し
、
工
事
着
手
し
て
か
ら
十
年
後
の

昭
和
六
十
年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
付
帯
事
業
の
県
営
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
、

昭
和
四
十
八
年
度
に
着
工
、
全
エ
リ
ア
は
カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、平
成
七
年
度
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

　
本
土
地
改
良
区
は
、国
営
事
業
実
施
以
来
、受
益
地
の
変
更
も
あ
り
計

画
変
更
手
続
き
を
経
て
、現
時
点（
二
〇
二
三
年
度
）で
は
水
田
七
〇
四
ha
、

畑
地
一
、三
〇
七
ha
、
樹
園
地
一
九
一
ha
　
計
二
、二
〇
二
ha
を
受
益
地

と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
水
の
効
果
は
絶
大
で
、一
ツ
瀬
の
台
地
は
、県
内
で
も
有
数
の
農
業
生

産
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今
、農
家
に
と
っ
て
は
、水
は
あ
っ
て
当
た

り
前
の
状
況
と
な
り
、
我
々
施
設
を
管
理
す
る
土
地
改
良
区
と
し
て
も
、

ひ
と
時
も
水
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
を
常
に
抱
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、最
近
、組
合
員
か
ら
は
、農
業
生
産
資
材（
肥
料
・

濃
厚
飼
料
・
施
設
ハ
ウ
ス
の
資
材
な
ど
）の
高
騰
で
農
業
収
益
減
に
陥
り
、

土
地
改
良
区
の
賦
課
金
に
耐
え
き
れ
な
い
と
の
声
が
多
く
な
り
、
こ
れ

以
上
の
維
持
管
理
費
の
高
騰
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
す
。
本
年
度
、
新
た
に
一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業
が
着
工
す
る
こ

と
と
な
り
、関
係
者
一
同
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、穀
物
を
中
心
に
不
安
定

な
流
通
に
な
り
、
食
料
の
安
定
供
給
の
重
要
性
を
改
め
て
意
識
さ
せ
ら

れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
店
頭
の
食
料
も
軒
並
み
高
騰
し
、
家
計

の
や
り
く
り
に
国
民
か
ら
不
満
の
言
葉
が
出
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り

ま
す
。
食
料
の
安
定
供
給
に
は
、
気
象
異
変
や
人
為
的
な
こ
と
も
考
慮

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
い
う
思
い
で
す
。

　
本
地
区
を
含
め
土
地
改
良
事
業
実
施
地
区
で
は
、
田
畑
の
か
ん
が
い

や
園
芸
施
設
の
整
備
等
各
般
に
亘
っ
て
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
土

地
改
良
区
の
管
理
し
て
い
る
農
地
は
、
食
料
の
安
定
供
給
や
食
料
自
給

率
向
上
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
潜
在
能
力
を
有
し
て
い
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
を
フ
ル
活
用
す
べ
き
時
に
来
て
い
る
と
強
く
思

う
次
第
で
す
。
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増
加
し
た
。
近
年
十
カ
年
で
全
国
の
生
産
量
の
第
一
位
の

〝
宮
崎
ピ
ー
マ
ン
〞
の
大
半
は
、
本
地
区
で
生
産
さ
れ
て

い
る
。

　

畑
地
で
は
、
ダ
イ
コ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
茶
、
施
設
で
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
、
多
品
種
へ
の
転

換
が
進
ん
だ
。ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
生
産
量
は
、国
内
で
も
年
々

増
加
す
る
中
で
、
宮
崎
県
は
全
国
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
ラ
イ
チ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
果
樹
栽

培
が
拡
大
し
て
い
る
。
ラ
イ
チ
は
、
国
内
で
の
栽
培
例
は

少
な
く
、
県
内
で
の
栽
培
も
本
地
区
の
み
で
あ
る
。
紅
い

色
の
実
が
人
気
を
博
し
、
贈
答
品
と
し
て
の
需
要
も
多
く
、

マ
ン
ゴ
ー
（
太
陽
の
た
ま
ご
）
に
次
ぐ
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
県
も
目
を
向
け
て
い
る
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
ゼ
ス

プ
リ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
契
約
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
る
。

⑵
加
工
施
設
の
整
備

　

二
〇
一
一
年
八
月
に
、
近
傍
の
西
都
市
内
で
「
㈱
ジ
ェ

イ
エ
イ
フ
ー
ズ

み
や
ざ
き
」
の

冷
凍
野
菜
工
場

の
稼
働
が
ス

タ
ー
ト
し
、
加

工
さ
れ
た
地
域

の
農
産
物
が
全

国
に
供
給
さ
れ

て
い
る
。
冷
凍

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

サ
ト
イ
モ
、
ゴ

ボ
ウ
な
ど
を
主

体
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
、
需
要
の
高
い
ミ
ッ
ク
ス

タ
イ
プ
も
含
め
て
十
数
種
類
の
商
品
数
に
及
ん
で
い
る
。

食
の
安
全
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
国
産
品
に
拘
る
消

費
者
が
増
え
、
便
利
さ
と
相
ま
っ
て
、
需
要
は
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
宮
崎
県
農
協
果
汁
㈱
」
が
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
へ
の
加
工
を
、「
㈱
宮
崎
農
産
」
が
ダ
イ
コ
ン
の
漬
物

へ
の
加
工
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
多
様
な
担
い
手
の
参
画

　

他
産
業
等
か
ら
の
新
規
参
入
と
し
て
、
J
R
九
州

フ
ァ
ー
ム
㈱
が
、
地
元
農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ピ
ー

マ
ン
の
栽
培
を
手
が
け
て
い
る
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ゼ

ス
プ
リ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
契
約
栽
培
に
は
、

ニ
ュ
ー
ガ
イ
ア
ア
グ
リ
㈱
が
参
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
新
田
西
地
区
が
関
連
事
業
と
し
て

区
画
整
理
及
び
用
水
整
備
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
も
、
法
人
の
参
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

3
　
事
業
計
画
の
概
要

　

受
益
面
積
の
変
更
、
営
農
計
画
の
変
更
や
防
霜
用
水
な

ど
の
栽
培
管
理
用
水
へ
の
対
応
の
た
め
用
水
計
画
を
見
直

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
施
設
の
改
修
や
更
新
を
行
う
計
画

と
し
て
い
る
。

⑴
用
配
水
系
統

　

用
配
水
系
統
は
、
従
前
と
大
き
く
変
わ
り
な
く
、
瀬
江

川
頭
首
工
か
ら
の
取
水
は
瀬
江
川
導
水
路
を
経
て
自
然
流

下
に
よ
り
、
ま
た
、
一
ツ
瀬
川
の
杉
安
ダ
ム
に
位
置
す
る

杉
安
取
水
工
か
ら
の
取
水
は
杉
安
導
水
路
を
経
て
平
原
揚

水
機
場
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
バ
ッ
フ
ァ
機
能
を
持
っ

た
東
原
調
整
池
に
そ
れ
ぞ
れ
注
水
さ
れ
る
。
取
水
は
自
然

流
下
の
瀬
江
川
頭
首
工
が
優
先
さ
れ
る
。

　

東
原
調
整
池
か
ら
は
、
幹
線
水
路
を
経
て
、
水
田
及
び

必
要
に
応
じ
加
圧
機
場
で
加
圧
さ
れ
畑
に
配
水
さ
れ
る
。

⑵
用
水
計
画
の
見
直
し

　

水
稲
は
、
台
風
襲
来
期
の
前
に
収
穫
を
済
ま
せ
ら
れ
る

よ
う
、
早
期
水
稲
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
作
期
の
始
期

を
四
月
中
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
前
倒
し
変
更
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
春
秋
期
の
茶
の
防
霜
用
水
や
土
壌
の
陽
熱
処
理

用
水
な
ど
の
栽
培
管
理
用
水
と
し
て
の
新
た
な
水
需
要
に

も
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

⑶
主
要
な
水
利
施
設
の
課
題
と
対
応

【
東
原
調
整
池
】

　

本
地
区
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
と
し
て
、
東
原
調
整
池

の
貯
水
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
点
が
上
げ
ら

れ
る
。
調
整
池
の
有
効
水
深
は
八
・
五
m
で
あ
る
が
、
管

理
者
は
頻
繁
に
水
位
を
上
げ
る
た
め
の
注
水
作
業
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
瀬
江
川
頭
首
工
か
ら
の
注
水
量

で
不
足
す
る
場
合
は
、
平
原
揚
水
機
場
か
ら
の
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
に
頼
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
管
理
の
背
景
に
は
、
調
整
池
周
辺
の
地
山

の
地
下
水
位
が
高
く
、
調
整
池
の
水
位
が
低
下
す
る
と
、

水
位
差
に
よ
り
池
底
の
土
質
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
揚
圧
力
が

作
用
し
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
池
底
に
揚
圧
力

を
減
じ
る
た
め
の
減
圧
井
戸
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

「㈱ジェイエイフーズみやざき」の冷凍野菜工場

将来展望国営事業地区の

併
せ
て
、
落
水
時
に
調
整
池
内
の
点
検
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
補
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

施
工
は
、
工
事
期
間
の
か
ん
が
い
用
水
確
保
の
た
め
仮

貯
水
池
を
先
行
し
て
設
け
、
か
ん
が
い
の
ピ
ー
ク
を
避
け

た
時
期
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
水
源
施
設
：
瀬
江
川
頭
首
工
・
杉
安
取
水
工
】

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
の
ひ
び
割
れ
補
修
、
取
水
設
備

（
ゲ
ー
ト
等
）
の
更
新
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
瀬
江
川
頭
首
工
で
は
、
河
川
上
流
か
ら
流

入
す
る
土
砂
の
堆
積
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
既
存

の
堰
上
流
に
貯
砂
堰
提
が
設
け
ら
れ
る
。

【
機
場
：
平
原
揚
水
機
場
・
加
圧
機
場
】

　

建
屋
の
補
修
や
更
新
、
ポ
ン
プ
設
備
の
更
新
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
加
圧
機
場
は
、
受
益
面
積
の
変
更
等
に
よ

り
ポ
ン
プ
運
転
の
効
率
性
が
検
討
さ
れ
、
全
体
九
機
場
の

う
ち
三
機
場
が
一
機
場
に
統
廃
合
さ
れ
る
。

【
幹
線
水
路（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）】

　

鋼
管
や
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
か
ら
な
る
本
管
は
比
較
的

健
全
で
あ
る
が
、
弁
室
廻
り
で
管
の
腐
食
に
よ
る
漏
水
が

多
発
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
弁
及
び
そ
の
周
辺
の
管
を

主
体
に
更
新
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

【
水
管
理
施
設
】

　

全
体
を
更
新
し
、
I
C
T
・
A
I
の
導
入
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
気
象
、
河
川
流
量
、
調
整
池
水
位
や
用
水
の
需

給
量
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
基
に
、
二
系
統
あ
る
水

源
の
う
ち
、
瀬
江
川
頭
首
工
か
ら
の
取
水
を
可
能
な
限
り

有
効
に
使
い
、
不
足
分
を
補
う
揚
水
ポ
ン
プ
の
運
転
制
御

の
効
率
化
及
び
自
動
化
を
目
指
し
て
い
る
。

4
　
さ
ら
な
る
振
興
を
目
指
し
て

　

今
回
の
事
業
で
、
本
地
区
は
、
今
後
も
良
好
な
生
産
基

盤
を
備
え
た
産
地
と
し
て
の
維
持
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
全
国
的
に
か
か
え
て
い
る
労
働
力
不
足
、

担
い
手
不
足
の
中
で
の
技
術
継
承
等
の
課
題
は
、
本
地
区

で
も
例
外
で
は
な
い
。
ま
た
、
農
産
物
の
ニ
ー
ズ
は
、
消

費
構
造
等
の
変
化
に
伴
い
、
家
計
消
費
用
か
ら
加
工
・
業

務
用
向
け
の
需
要
増
加
が
続
い
て
お
り
、
加
工
・
業
務
用

と
し
て
用
途
に
適
し
た
品
質
・
規
格
等
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
や
需
要
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

適
正
な
管
理
と
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
を
担
う
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
県
も
そ
の
導

入
を
推
進
し
て
お
り
、
本
地
域
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

を
は
じ
め
と
し
て
、
ピ
ー
マ
ン
の
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の

試
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

本
地
区
が
、
今
後
も
日
本
を
代
表
す
る
食
料
供
給
基
地

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

【
出
典
・
引
用
文
献
等
】

•
一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業
工
事
誌

•
県
営
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
誌

•
水
土
の
礎　

一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業　

• 

国
営
一
ツ
瀬
川
土
地
改
良
事
業
の
受
益
者
の
み
な
さ
ま
へ
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）

•
写
真
図
面
提
供 

九
州
農
政
局

改修を待ち望む地元の声
　
国
営
一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業
申
請
時
の
昭
和
四
十
六
年
頃
は
、
一

部
の
受
益
農
家
の
畑
地
か
ん
が
い
に
対
す
る
必
要
性
の
意
識
が
薄
い
こ

と
か
ら
事
業
に
対
し
て
の
反
対
運
動
が
起
き
ま
し
た
が
、
推
進
す
る
宮

崎
県
知
事
と
の
間
で
和
議
が
成
立
し
、
工
事
着
手
し
て
か
ら
十
年
後
の

昭
和
六
十
年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
付
帯
事
業
の
県
営
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
、

昭
和
四
十
八
年
度
に
着
工
、
全
エ
リ
ア
は
カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、平
成
七
年
度
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

　
本
土
地
改
良
区
は
、国
営
事
業
実
施
以
来
、受
益
地
の
変
更
も
あ
り
計

画
変
更
手
続
き
を
経
て
、現
時
点（
二
〇
二
三
年
度
）で
は
水
田
七
〇
四
ha
、

畑
地
一
、三
〇
七
ha
、
樹
園
地
一
九
一
ha
　
計
二
、二
〇
二
ha
を
受
益
地

と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
水
の
効
果
は
絶
大
で
、一
ツ
瀬
の
台
地
は
、県
内
で
も
有
数
の
農
業
生

産
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今
、農
家
に
と
っ
て
は
、水
は
あ
っ
て
当
た

り
前
の
状
況
と
な
り
、
我
々
施
設
を
管
理
す
る
土
地
改
良
区
と
し
て
も
、

ひ
と
時
も
水
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
を
常
に
抱
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、最
近
、組
合
員
か
ら
は
、農
業
生
産
資
材（
肥
料
・

濃
厚
飼
料
・
施
設
ハ
ウ
ス
の
資
材
な
ど
）の
高
騰
で
農
業
収
益
減
に
陥
り
、

土
地
改
良
区
の
賦
課
金
に
耐
え
き
れ
な
い
と
の
声
が
多
く
な
り
、
こ
れ

以
上
の
維
持
管
理
費
の
高
騰
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
す
。
本
年
度
、
新
た
に
一
ツ
瀬
川
農
業
水
利
事
業
が
着
工
す
る
こ

と
と
な
り
、関
係
者
一
同
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、穀
物
を
中
心
に
不
安
定

な
流
通
に
な
り
、
食
料
の
安
定
供
給
の
重
要
性
を
改
め
て
意
識
さ
せ
ら

れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
店
頭
の
食
料
も
軒
並
み
高
騰
し
、
家
計

の
や
り
く
り
に
国
民
か
ら
不
満
の
言
葉
が
出
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り

ま
す
。
食
料
の
安
定
供
給
に
は
、
気
象
異
変
や
人
為
的
な
こ
と
も
考
慮

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
い
う
思
い
で
す
。

　
本
地
区
を
含
め
土
地
改
良
事
業
実
施
地
区
で
は
、
田
畑
の
か
ん
が
い

や
園
芸
施
設
の
整
備
等
各
般
に
亘
っ
て
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
土

地
改
良
区
の
管
理
し
て
い
る
農
地
は
、
食
料
の
安
定
供
給
や
食
料
自
給

率
向
上
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
潜
在
能
力
を
有
し
て
い
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
を
フ
ル
活
用
す
べ
き
時
に
来
て
い
る
と
強
く
思

う
次
第
で
す
。

児玉　忠 氏
一ツ瀬川土地改良区

理事長
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